
山梨県甲斐市の総合事業について（総合連携計画策定調査）山梨県甲斐市の総合事業について（総合連携計画策定調査）

○甲斐市地域公共交通総合連携計画策定調査実施計画（平成21年度）
（平成20年度に、市の負担金により連携計画策定のための基礎調査（アンケート）実施済）
◆調査内容 （１）現況調査

（２）既存コミュニティバスの分析
（３）事例調査（デマンド交通等の先進事例）
（４）地域公共交通活性化協議会による総合連携計画、総合事業計画の策定

○実証運行（平成22年度～）
総合連携計画、総合事業計画を基に、国庫補助を活用した実証運行を予定。

実施する事業の内容

人口密度が高く、公共交通への関心度も比較的高い市南部を中心とした交通不便地帯の削減。
市北部を中心とした人工密度の低い地域での新たな公共交通形態の検討。
市全体の公共交通ネットワークの向上（分庁方式から竜王庁舎への一元化を予定）。

活性化の目標・方向性

公共交通は、鉄道、民間バス路線および市コミュニティバスにより形成。

鉄道はＪＲ中央線が市南部を南東方面から北西方面へ貫き、竜王駅（特急の一部停車駅）と塩崎駅がある。
現在、竜王駅および周辺を公共交通の中心拠点として整備中（平成22年度にバス・タクシー乗入開始予定）。
民間バス路線は、甲府駅を中心に放射状に形成されており、主に市内を東西に横断した路線が配置されてい
る。
市コミュニティバスは、民間バス路線を補う形で、市南部の市街地において南北の路線を配置。
本市は、平成16年９月に竜王、敷島、双葉の旧３町が合併して誕生したが、交通不便地帯が残るとともに、市
内公共交通のネットワークが不十分。また、既存路線の採算悪化や廃止代替路線などもあり、持続可能な利
便性の高い公共交通が求められている。

現況及び課題

計画事業



山梨県甲斐市 ： 総合事業の実施区域

塩崎駅

竜王駅

甲府駅

市境（区域線）

N

民間バス路線（色付線）
甲府駅方面へ東西
（放射状）に配置

鉄道（JR中央線）
市南部を南東方面か
ら北西方面へ貫く

市北部は低人工密度
集落は長く延び、
幹線から離れて点在

廃止代替バス
市北部は民間バス路線を
廃止代替路線により運行

甲斐市ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ
径路：竜王駅⇔山梨医大
市南部市街地の公共交通
空白地帯を南北に結ぶ


